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●能越自動車道 七尾氷見道路で金沢工業大学の学生が工事現場を見学しました！
１０月１０日（金）、金沢工業大学環境・建築学部環境系環境土木工学科１年生７７名が、七尾氷見道路の氷見市中波、脇、
七尾市矢田の工事現場を訪れました。
石川県野々市市の大学校舎において国土交通省におけるプロジェクトの進め方や、整備局職員の仕事について講義を受けた後、
富山県氷見市に移動し、氷見第１５トンネルを見学しました。その後は山岳主体の現場と平野主体の現場の２つのコースに分か
れ、情報化施工による土工や舗装、大規模プロジェクトに欠かせないパイロット道路、北陸では能越道の現場で初めて試行され
た建設ＩＣＴ技術「ＣＩＭ」等を見学し、プロジェクトの現場を間近で体感しました。
学生達はトンネル工事の施工方法や工事費等に関する質問をするなど、積極的に学ぶ姿勢が見られました。
今回の取り組みにより、学生達は自分の目指す土木技術者の仕事を理解し、少しだけ自身の将来像をイメージすることができ
たのではないかと思います。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p1008_2.pdf

盛土材料のサンプルを用いた学習 現場で情報化施工の説明を受ける学生

●石川県道路メンテナンス会議を設立しました！
１０月２日（木）、石川県庁にて、「石川県道路メンテナンス会議（第２
回）」を開催しました。
これは、石川県内の道路施設の点検や補修・更新等について、各道路管理者
が連携し、老朽化対策の強化を図ることを目的に設立されたもので、石川県、
19市町、中日本高速道路、金沢河川国道事務所が参加しました。
今回の会議では、各道路管理者が今年度から５カ年の点検計画を年内に策定
することを申し合わせ、予算や体制等で課題を抱えている市町を支援するため、
県等が点検・診断業務を受託する地域一括発注の仕組みを検討することも確認
しました。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p0930_1.pdf

●国道１５９号 金沢森本IC内で金沢の北の玄関口をきれいにしました！
１０月１９日（日）、国道１５９号山側幹線の金沢森本IC付近で、「金沢・
北の玄関口をきれいにする会」が美化活動を実施しました。
この会は、金沢森本IC開通後の平成18年より、薬師谷地区町会連合会が中心
となって美化活動を実施されているもので、平成２１年９月からは、国土交通
省のボランティア・サポート・プログラム協定に基づき活動され、現在２４４
名が登録しています。１７回目となる今回も、3.4haに及ぶ広範囲で草刈りや
剪定、ゴミ拾いを実施していただきました。
観光客を「おもてなし」する玄関口の美化活動に感謝すると伴に、今後もこ
の取り組みを継続していただき、気持ちよく通行できる道路空間となることを
願います。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p1017_1.pdf



★お問い合わせ先★
国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 副所長 向田 満
電話 076-264-8800（代表） ＦＡＸ 076-233-9631
金沢河川国道事務所ホームページ URL：http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/
金沢河川国道事務所モバイルサイト（携帯サイト） URL：http://c10w1bke.securesites.net/k/
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●東長江（国道１５９号・山側幹線）で地域住民による美化活動を実施しました！
１０月２５日（土）、国道１５９号山側幹線の東長江交差点付近で、「東長
江ICサポートクラブ」が草刈りやゴミ拾い等の美化活動を実施しました。
「東長江ICサポートクラブ」は、金沢市東長江町と同交差点周辺の夕日寺校
下町連合会と御所町町会の各校下を超えて組織された団体で、今年度からは、
国土交通省のボランティア・サポート・プログラム実施団体とし、美化活動を
年２回（夏・秋）行うことにしており、今回は今年２回目の活動となります。
今回の活動では同クラブのメンバー約６０人が背丈まで伸びた雑草を草刈り
機で刈ったり、缶やペットボトルなどのゴミを拾ったりしました。
この様な活動を継続して頂けることに感謝するとともに、道路利用者の美化
意識の向上につながることを願います。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p1024_1.pdf

●バイク調査隊の訓練を実施しました！
１０月２４日（金）、バイク調査隊の実働訓練を実施しました。訓練は、金沢市二宮町の金沢防災センターにて、実施要領と
マニュアルの確認、バイク隊としての心構えや、活動中の注意事項等の確認をおこないました。その後、金沢国道維持出張所へ
移動し構内駐車場内でバイクの基本操作と走行技能向上のため、障害物を設置したコースで走行訓練を行いました。
☆バイク調査隊の活動目的
災害発生時に道路の被害や渋滞等により、パトロールカー等による円滑な通行が確保できない時、徒歩や自転車では迅速な被害
調査が困難な場合の移動手段として、バイクを利用し、被害調査を実施する。（平成16年10月の「新潟県中越地震」を教訓に
「バイク調査隊」を発足）
【活動状況】
・平成18年3月の「能登半島地震」に出動し、孤立集落周辺の道路被災状況確認を実施。
・平成20年7月の「浅野川氾濫」では、湯涌地区と富山県境付近の道路被災情報を受け現地調査を実施。

走行前点検事項の確認 障害物を設置しての走行訓練


